
様　式　イ

新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 事 業 総 括 調 書

19 年 度 以 降 の 方 向 性 ・ 事 業 の 予 定

　水生生物調査用品の提供・貸出、ハンドブックの改訂・配布等の支援事業を実施することにより、学校等での水環境保全活動の裾
野が着実に拡大していることから、今後も引き続き学校教育、区等と連携しながら、支援事業を推進していく。
　 地下浸入水等の河川維持用水としての利用についても、引き続き検討を進めていく。
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水環境計画推進事業

環境局環境都市推進部環境対策課　山下　211-2882

全　　体　　計　　画　　(　　当　　初　　)

担 当

事

業

内

容

16年度　 ・水生生物生息状況調査
　　　　　　・水生生物調査用品提供・貸出
　　　　　　・水生生物調査ハンドブックの作成・配布
　　　　　　・市民活動事例発表会・意見交換会の開催
　　　　　　・地下浸入水等の河川維持用水としての利用(庁内
調整)
17年度　・市民活動事例発表会・意見交換会の開催
　　　　　　・水生生物調査用品提供・貸出
　　　　　　・地下浸入水等の河川維持用水としての利用(実態
調査)
18年度　・市民活動事例発表会・意見交換会の開催
　　　　　　・水生生物調査用品提供・貸出
　　　　　　・水生生物生息マップの作成
　　　　　　・地下浸入水等の河川維持用水としての利用(事業
化検討)

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞平成15年10月に策定した札幌市水環境計画に掲げる「豊かな水辺の
ある街」の実現に向けた施策の一環として，水環境保全に関する地域
住民の理解促進，活動の活発化を図るため，意見交換会・活動発表会
の開催，活動支援を行うほか，水生生物の生息状況を把握し市民に情
報提供する。
　また，河川流量の確保を図るため，河川維持用水として地下構造物
の地下浸入水や沢水等の活用について検討を行う。

平 成 16 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 17 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）

①水生生物生息状況調査
　　・主要河川15地点で魚類，底生生物，藻類等の調査
②水環境保全に関する市民活動支援
　　・水生生物調査用品の提供・貸出
　　・水生生物調査ハンドブックの作成・配布(3000部)
　　・水生生物観察会の実施(２回)
　　・活動成果発表会の開催(１回)

①市民活動支援事業(16年度からの継続)
　　　　・水生生物調査用品の提供・貸出
　　　　・水生生物調査ハンドブックの配布
　　　　・水生生物観察会の支援(５回)
　　　　・活動成果発表会の開催(1回)
②地下浸入水等の河川維持用水としての利用(良質水の情報
収集)

平 成 18 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）

①市民活動支援事業(17年度からの継続)
　　　　・水生生物調査用品の提供・貸出
　　　　・水生生物調査ハンドブックの配布
　　　　・水生生物観察会の支援(５回)
　　　　・活動成果発表会の開催(1回)
②地下浸入水等の河川維持用水としての利用(庁内調整)
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　水生生物観察会の実施支援と併せて、調査ハンドブックの配
布、調査用品の貸出しにより、特に小学校において水辺の生
物を学ぶ機会が増え、水辺保全の意識醸成に効果があった。
　地下浸入水等の河川維持用水としての利用については、17
年度に下水道に放流している間接冷却水、地下鉄施設の地下
浸入水等の良質水に関する基礎資料を収集した。

 水環境保全に関する市民活動を推進するには、情報の共有
化のほか、市民活動を支援する仕組みづくりが必要である。
　地下浸入水等の河川維持用水としての利用については、利
用上の問題点等を整理し、導水の事業性の評価を行う必要が
ある。
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［全   体］［16年度］［17年度］［18年度］
地下侵入水等の河川維持用水としての利用については、以下の通り計画との差異がある。

H16　庁内調整　　　→　×
H１7　実態調査　　　→　良質水の情報収集
H18　事業化検討　 →　庁内調整
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Ｈ19(予定）　事業可能性調査

18 年 度 末
( 目 標 )

国 ･ 道 支 出金

事 業 費

財

源

内

訳

市 債

そ の 他

一 般 財 源

主　な　施　設、　サ　ー　ビ　ス　等　の　整　備　水　準

18 年 度 末
( 実 績 )

17 年 度 末
( 実 績 )

16 年 度 末
( 実 績 )

15 年 度 末
( 現 状 )

項　　　　　　目

予　算　事　業　名( 小 事 業 名 )

関　　連　　予　　算　　事　　業　　内　　訳

経・臨 枠内外 16年度 17年度 18年度 計

水環境計画推進事業費（一部） 臨時 枠内

計

3,774

3,774

148

148

58

58

3,980

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

－

－

0

0

0

0

3,980

進捗率(％ )

－
－
－
－
－
44.2
－

－


